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基本施策４ 文化財等の保全、復元、収集 

基本施策の目的 

周辺文化財を含めた首里城跡の発掘調査等学術的な研究成果等の整理を
行い、研究者のみならず一般にも分かりやすく工夫を凝らして公開し、情報発信を
することでその歴史的価値を周知する。 

焼失又は被災した貴重な文化財等の計画的な復元・修復を支援するとともに、
国内外に所在する文化財等の調査・収集を行い、次世代へ継承できる環境を整
備する。 

目指す姿 

１．首里城跡や首里城周辺の文化財の歴史的価値が評価されるとともに、保全に
必要な措置が適切に実施されている。 

２．今般の火災で焼失・被災した文化財等美術工芸品の修復及び復元が計画的
に取り組まれるとともに、県内を拠点として文化財等の保存・修復が推進され
ている。 

３．文化財等美術工芸品の研究体制が充実・強化されるとともに、国内外に現存
する美術工芸品等の展覧会等が沖縄や各地で活発に実施され、先人の遺し
た伝統的な技術又は技法を県内の職人が直接学ぶ機会につなげ、必要な修
復等も沖縄で実施されている。さらに、これらの美術工芸品等やそれにかかる
情報収集が積極的に取り組まれ、伝統的な技術又は技法が継承されている。 

主な課題 

１．首里城周辺の文化財の情報整理 

２．焼失した文化財等の現状把握 

３．正殿等の復元に合わせた文化財等の復元、修復 

４．文化財等の保存・修復拠点化に向けた環境整備 

５．所在する文化財等調査の一元的体制の確立、情報整理、研究及び公開 

達成への道筋 

１．首里城及び周辺の埋蔵文化財に関する調査研究成果を体系的に整理し、一
体的に評価するとともに、一般にも分かりやすいよう説明に工夫を凝らし、積極
的に周知していくことで、首里城に象徴される歴史・文化等を次世代に継承し
ていく環境を整備する。 
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２．焼失・被災した文化財等の現状把握、修復等に関する課題を関係者間で共
有し、正殿等の復元に向けた工程表を踏まえつつ、文化財等の計画的な修
復・復元に向けて必要な指導・助言を行うとともに、県内において文化財等の
保存修復が可能となる環境の整備に取り組む。 

３．在外沖縄関連文化財等調査成果や引き続き行う所在調査結果を活用し、技
術の次世代への継承につなげていく。 

４．県立芸術大学等と連携して取り組むことで、学術的知見の充実及び必要な人
材の育成等につなげていく。 

基本施策の体系 

４ 文化財等の保全、復元、収集 

【施策展開】        【施策の方向性】 

（１）首里城跡の適正な保全
と価値の周知 

短期 ①正殿遺構の適切な保護及び公開 

中期 ②周辺文化財の情報発信 

（２）文化財等の復元、修復
及び収集 

中期 
①被災した文化財等の修復、復元に

対する支援 

長期 
②琉球王国時代の文化財等の調査

研究、資料収集 

施策の方向性 

（１）首里城跡の適正な保全と価値の周知 

①  正殿遺構の適切な保護及び公開 
世界遺産である首里城正殿遺構については、国営沖縄記念公園事務所と

連携して、損傷の状態を的確に把握し、文化庁と連携しながらその保護対策や
公開についての指導、助言を行う。 

②  周辺文化財の情報発信 
首里城及び周辺の文化財について、これまでの発掘調査の成果を公開する

とともに、現地説明会や出土品の企画展示、講演会等を開催する。また、公開
にあたっては多言語化を含めＡＲ・ＶＲ等最新デジタル技術を活用し分かりやす
さに工夫を凝らすとともに、世界に向けて情報発信等に取り組む。 

  



基本施策４ 文化財等の保全、復元、収集 

 

 

正殿遺構の展示室(覆屋)                埋蔵文化財の展示会の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

見学デッキ覆屋平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども・車いす見学窓イメージ          遺構見学デッキ立面図 

 

 

 

 

 

 

図面提供：沖縄総合事務局国営沖縄記念公園事務所 
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（２）文化財等の復元、修復及び収集 

①  被災した文化財等の修復、復元に対する支援 
(一財)沖縄美ら島財団が実施する被災した文化財等の計画的な修復等に

向け、文化庁や専門機関との連携のもと助言・協力を行う。また、被災文化財
等の保存・修復環境確保、所蔵する資料の熟覧など、必要な協力に取り組む。 

また、国内外に所在する沖縄関連文化財等の修復環境の将来的な整備を
見据えた庁内体制、関係機関及び団体等との協力体制の構築に向けた条件
を整備していく。 

②  琉球王国時代の文化財等の調査研究、資料収集 
国内外に所在する琉球王国時代の文化財等について、これまでの調査結

果に加え、引き続き所在調査を進め、その情報を整理・研究し最新デジタル技
術を活用して広く公開していく。また、これら文化財等の研究報告会、展覧会等
の実施や県内において修復等を行うなど、貴重な文化遺産を守り、次世代に
継承する取り組みを進める。 

 
 

被災した文化財等の修復の様子 

漆や加飾部分が傷つかないよう、漆器に貼り付いた薄紙を剥がす作業 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

煤を被ってしまったが、煤が固着化する前に緊急措置として煤の除去を実施 

緊急措置前                              緊急措置後 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：（一財）沖縄美ら島財団 
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美術工芸品等の被災状況 
 
状態確認調査の結果（（一財）沖縄美ら島財団所有） 

  

火災前 

総収蔵数 

    

火災後 
総収蔵数 

 

焼失数 
修理不要数 要修理数 

絵画 183 156 １５０ 6 ２７ 

漆器 487 285 ４ ２８１ ２０２ 

染織 30６ 30２ ２８３ １９ ４ 

書跡 12５ 10６ １０１ ５ １９ 

陶磁器 127 46 ２５ 21 ８１ 

金工品・その他 2８２ 2２４ １９２ ３２ ５８ 

合計 1,5１０ 1,１１９ ７５５ ３６４ ３９１ 

 

上記のうち収蔵されていた県指定文化財の状況 

 名       称 種別 修理の要否 

１ 黒 漆 菊 花 鳥 虫 七 宝
くろうるしきくかちょうちゅうしっぽう

繋 沈 金
つなぎちんきん

食籠
じきろう

 漆器 要 修 理 

２ 黒漆牡丹七宝
くろうるしぼたんしっぽう

繋 沈 金
つなぎちんきん

食籠
じきろう

 漆器 要 修 理 

３ 自了
じりょう

筆
ひつ

白沢
はくたく

之図
の ず

 絵画 修理不要 

 

首里城内に火災時展示・保管されていた美術工芸品等は1,524点（財団所有1,510点、

借用資料14点）で、うち焼失した文化財は393点（財団所有391点、借用資料２点）。 

借用資料は11点について修理予定、2点について複製品製作中、1点について対応方針

を検討中。 

 
※（一財）沖縄美ら島財団の資料をもとに作成  
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主な関係主体と期待される役割 

主な関係主体 期待される役割 

県  
文化観光スポーツ部 
 
 
 
 
 
 
教育庁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
商工労働部 

 
・ 被災文化財の保存・修復環境の確保等の支援 
・ 所蔵する資料の熟覧等の協力 
・ 修復環境の整備に向けた連携 
・ 在外沖縄関連文化財等を保管している国内外

施設との連携 
・ 在外沖縄関連文化財等の展覧会等の企画 
 
・ 正殿遺構公開に向けた保護対策の指導・助言 
・ 首里城周辺文化財の調査、情報発信 
・ 所蔵する資料の熟覧等の協力 
・ 修復環境の整備に向けた連携 
・ 焼失・被災した文化財等の修復・復元に必要な

指導助言 
・ 被災した指定文化財の修復支援 
・ 在外沖縄関連文化財等を保管している国内外

施設との連携 
・ 在外沖縄関連文化財等の調査結果の整理・公

開 
 
・ 修復環境の整備に向けた連携 

国 

・ 正殿遺構公開に関する保護対策 
・ 防火設備等設置にあたっての遺構保全への配慮 
・ 焼失・被災した文化財等の修復・復元に向けた

指導助言 

（一財）沖縄美ら島財団 

・ 焼失・被災した文化財等の把握、修復等計画の
策定、適宜の情報公開 

・ 文化財等の修復に向けた必要な体制の構築と
修復の実施等 

・ 首里城で展示する美術工芸品等の収集・復元・
保存 

那覇市 
・ 首里城周辺文化財の調査、情報発信 
・ 所蔵する資料の熟覧等の協力 
・ 学芸員による専門的な見地からの助言・協力 


